
当
資
料
セ
ン
タ
ー
主
催
の
「
二
〇
一

四
年
度
部
落
史
連
続
講
座
」
を
京
都
府

部
落
解
放
セ
ン
タ
ー
で
、
五
月
三
〇
日
、

六
月
六
日
、
二
〇
日
の
三
回
に
わ
た
り

開
催
し
ま
し
た
。
各
回
と
も
三
〇
名
を

超
え
る
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

各
回
の
講
演
要
旨
は
次
の
通
り
で
す
。

尚
、
詳
し
く
は
来
年
三
月
末
に
発
行
予

定
の
講
演
録
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

現
在
の
四
条
寺
町
と
鴨
川
の
間
は
、

中
世
に
は
河
原
が
広
が
っ
て
お
り
川
の

氾
濫
な
ど
で
人
が
住
む
に
は
条
件
の
悪

い
土
地
で
あ
っ
た
。

鎌
倉
時
代
の
『
一
遍
上
人
絵
伝
』
に

は
、
そ
こ
に
四
条
道
場
（
後
の
金
蓮
寺
）

や
藪
で
囲
ま
れ
た
民
家
と
皮
干
場
が
描

か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
天
狗
草
子
』

で
も
河
原
で
皮
を
干
し
て
い
る
場
面
が

描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
戦
国
時
代

の
『
洛
中
洛
外
図
』
な
ど
の
多
く
の
絵

画
に
は
、
祇
園
社
（
現
在
の
八
坂
神
社
）

に
通
じ
る
四
条
橋
の
西
側
に
大
鳥
居
、

金
蓮
寺
、
大
エ
ノ
キ
、
冠
者
殿
社
、
祇

園
祭
の
神
輿
の
神
幸
の
様
子
と
共
に
垣

根
と
竹
藪
で
囲
ま
れ
た
茅
葺
の
家
々
が

描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
『
東
山

名
所
図
』
『
洛
外
名
所
図
』
か
ら
は
こ

の
家
々
の
暮
ら
し
の
様
子
が
わ
か
り
、

そ
こ
で
、
藍
染
め
の
布
を
干
し
て
い
る

様
子
や
、
女
性
た
ち
が
桶
で
作
業
を
し

て
い
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し

て
『
洛
外
名
所
図
』
に
は
そ
の
家
々
の

説
明
と
し
て
「
四
て
う
の
あ
お
や
」
（
四

条
の
青
屋
）
と
書
か
れ
て
い
る
。
「
青
屋
」

と
は
当
時
、
穢
多
の
仕
事
と
さ
れ
て
い

た
染
物
業
な
の
で
、
四
条
橋
西
南
に
は

河
原
者
の
集
落
が
あ
っ
た
こ
と
が
こ
れ

ら
の
絵
画
か
ら
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
の
集
落
は
そ
の
後
、
豊
臣
秀
吉
が
御

土
居
を
作
り
、
寺
町
通
り
を
作
っ
た
時

に
、
三
条
橋
の
東
側
に
移
転
さ
せ
ら
れ

天
部
村
と
な
る
。

様
々
な
絵
画
史
料
を
用
い
て
、
文
字

資
料
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
河
原

者
の
生
活
の
様
子
な
ど
を
詳
し
く
説
明

さ
れ
た
。

厳
し
い
身
分
差
別
の
あ
っ
た
江
戸
時

代
に
、
地
方
か
ら
西
本
願
寺
に
上
が
っ

て
き
た
被
差
別
寺
院
の
僧
侶
・
門
徒
は

ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
た
の
か
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
は
自
由
な
参

拝
は
全
く
で
き
ず
、
本
山
に
入
れ
て
も

御
白
洲
ま
で
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
大
阪
の
渡
辺
村
の
被
差
別

寺
院
の
門
徒
が
、
本
山
参
拝
の
た
め
門

前
町
の
宿
に
泊
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
い

く
つ
も
の
史
料
か
ら
わ
か
る
。
門
前
町

に
被
差
別
寺
院
の
門
徒
た
ち
が
泊
ま
る

こ
と
を
禁
止
す
る
取
り
決
め
が
本
山
よ

り
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て

渡
辺
村
門
徒
惣
代
が
抗
議
を
込
め
た
文

書
を
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
門
の
出
入

り
に
関
し
て
は
、
被
差
別
寺
院
の
門
徒

で
あ
る
と
自
ら
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば

自
由
に
出
入
り
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

た
だ
し
、
河
原
者
と
分
か
れ
ば
差
別
す

る
と
の
文
書
が
遺
さ
れ
て
い
る
。
御
影

堂
に
も
身
分
が
わ
か
れ
ば
入
る
こ
と
を

許
さ
な
い
と
の
文
書
が
遺
っ
て
い
る
が
、

実
際
に
は
被
差
別
寺
院
門
徒
の
人
々
が

入
っ
て
焼
香
し
て
い
る
こ
と
が
記
録
さ

れ
て
い
る
。

江
戸
時
代
に
遺
さ
れ
た
膨
大
な
数
の

記
録
文
書
を
丹
念
に
読
む
と
、
河
原
者

へ
の
厳
し
い
差
別
対
応
が
決
め
ら
れ
て

お
り
な
が
ら
も
、
実
際
に
は
数
多
く
の

被
差
別
寺
院
僧
侶
・
門
徒
が
堂
々
と
本

山
参
拝
を
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
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第
１
回

描
か
れ
た
河
原
者
の
く
ら
し

絵
画
史
料
に
見
る
四
条
河
原
の
風
景

講
師

下
坂

守
さ
ん

（
日
本
中
世
史
研
究
者
）

報
告

二
〇
一
四
年
度
部
落
史
連
続
講
座

第
２
回

近
世
真
宗
教
団
に
お
け
る
被

差
別
寺
院
の
僧
侶
・
門
徒
の

本
山
参
拝

講
師

左
右
田

昌
幸
さ
ん

（
種
智
院
大
学
教
員
）



こ
れ
ま
で
の
イ
メ
ー
ジ
は
事
実
と
は
違

う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

江
戸
時
代
は
大
規
模
な
芸
能
の
興
行

が
行
わ
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
の
中

で
、
穢
多
身
分
の
人
々
は
芝
居
小
屋
の

設
営
や
太
鼓
の
触
れ
ま
わ
り
、
木
戸
銭

の
徴
収
、
芝
居
の
警
備
な
ど
を
行
い
深

く
興
行
と
関
わ
っ
て
い
た
。
そ
し
て
入

場
料
（
櫓
銭
）
の
何
割
か
を
穢
多
村
が
受

け
取
る
慣
習
（
京
都
で
は
「
櫓
銭
十
分
の
一
」
）

が
あ
り
、
無
料
で
芝
居
小
屋
に
出
入
り

す
る
権
利
な
ど
も
あ
っ
た
。

宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
、
京
都
の
か

ら
く
り
師
小
林
新
助
が
芝
居
の
興
行
権

を
め
ぐ
っ
て
弾
左
衛
門
と
争
う
事
件
が

起
き
る
。
こ
れ
は
後
に
「
勝
扇
子
」
と

か
ち
お
う
ぎ

呼
ば
れ
る
事
件
で
、
小
林
新
助
が
勝
訴

し
、
三
都
の
櫓
を
あ
げ
て
い
る
芝
居
小

屋
と
大
芝
居
の
役
者
は
弾
左
衛
門
の
支

配
か
ら
は
ず
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ

し
て
、
こ
の
事
件
を
き
っ
か
け
に
、
穢

多
村
の
興
行
に
関
す
る
特
権
は
揺
る
ぎ

は
じ
め
、
芸
能
者
と
の
関
係
が
大
き
く

変
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
興
行
の
仕
組
み
や
訴
訟
に

つ
い
て
、
多
く
の
史
料
を
つ
か
っ
て
具

体
的
に
説
明
さ
れ
た
。

■
要
助
、
日
記
を
書
き
始
め
る

京
都
市
歴
史
資
料
館
刊
『
若
山
要
助

日
記
』
上
、
下
を
編
輯
担
当
者
が
紹
介

す
る
。
原
本
は
全
十
四
冊
。
嘉
永
三
年

十
二
月
（
一
八
五
一
年
一
月
）
か
ら
明
治

二
年
三
月
の
期
間
の
記
録
で
あ
る
。

第
一
冊
の
表
紙
に
は
「
嘉
永
三
戌
年

十
二
月
ヨ
リ
亥
年
中
」
と
書
か
れ
て
い

る
。
嘉
永
三
年
の
十
二
月
と
い
う
、
年

の
暮
れ
か
ら
日
記
が
始
ま
っ
た
。
冒
頭

は
左
の
と
お
り
。

一
、
こ
の
た
び
前
の
町
百
性
清
八
家
主

伊
勢
屋
伊
右
衛
門
と
申
者
の
世
話
人
、

東
九
条
村
辻
子
に
居
住
い
た
し
候
万
屋

源
兵
衛
と
申
す
者
よ
り
、
家
明
け
願
い

奥
印
の
儀
頼
み
出
候
に
付
、
村
役
承
知

の
上
奥
印
致
さ
れ
、
十
二
月
二
十
日
月

番
西
御
役
所
へ
願
い
出
候
と
こ
ろ
、
段
々

御
調
べ
に
相
成
り
候
と
こ
ろ
、
全
く
源

兵
衛
義
、
伊
勢
屋
伊
右
衛
門
と
相
名
乗

り
申
し
候
事
ゆ
え
、
壱
人
に
弐
名
の
御

し
か
り
を
蒙
り
、
則
ち
二
十
二
日
御
召

し
の
上
、
当
番
所
に
お
い
て
、
上
役
三

条
屋
敷
前
田
忠
次
郎
殿
・
下
役
同
所
渡

辺
彦
次
郎
様
、
右
両
人
よ
り
仰
せ
渡
さ

れ
候
。

一
、
願
人
東
九
条
村
辻
子
万
屋
源
兵

衛
義
は
、
御
役
所
留
め
仰
せ
付
け
ら

れ
候

一
、
相
手
清
八
義
は
村
預
け
仰
せ
付

け
ら
れ
候

一
、
庄
屋
年
寄
義
は
右
同
様
仰
せ
付

け
ら
れ
候

一
、
家
請
虎
屋
甚
兵
衛
義
は
町
預
け

に
相
成
り
候

右
の
通
仰
せ
付
け
ら
れ
、
当
村
三
人
は

頭
百
性
要
助
請
書
差
上
げ
候
事
。
東
九

条
村
は
庄
屋
年
寄
請
書
差
上
げ
候
。
家

請
方
は
其
の
町
年
寄
請
書
差
上
げ
、
若

狭
屋
太
郎
兵
衛
方
迄
引
取
り
、
庄
屋
年

寄
・
要
助
・
清
八
・
竹
蔵
、
見
舞
と
し

て
庄
蔵
殿
な
ら
び
に
次
郎
兵
衛
殿
参
上

に
て
、
若
太
に
て
支
度
相
調
え
、
直
様

戌
の
刻
帰
村
の
事
。

一
、
其
夜
帰
村
後
、
早
々
家
持
な
ら
び

に
借
屋
一
統
会
所
へ
相
招
き
、
右
御
咎

め
中
慎
み
の
儀
、
か
つ
は
越
年
に
相
成

候
事
ゆ
え
、
そ
う
じ
な
ら
び
に
餅
つ
き
、

又
し
め
か
ざ
り
等
相
慎
み
候
様
申
し
付

け
候
事
。

読
ん
で
み
て
も
、
最
初
は
何
の
こ
と

や
ら
わ
か
ら
な
い
。
冒
頭
の
文
は
「
前

の
町
百
性
清
八
」
が
主
語
に
な
っ
て
い

る
か
と
思
っ
た
ら
し
か
け
が
あ
っ
て

「
前
の
町
百
性
清
八
家
主
伊
勢
屋
伊
右

衛
門
と
申
者
の
世
話
人
、
東
九
条
村
辻

子
に
居
住
い
た
し
候
万
屋
源
兵
衛
と
申

す
者
」
。
こ
れ
が
主
語
。
縮
め
れ
ば

「
万
屋
源
兵
衛
」
。
寿
限
無
で
あ
る
。

「
万
屋
源
兵
衛
と
い
う
人
が
い
ま
す

が
、
こ
の
人
は
前
の
町
の
百
姓
清
八
の

家
主
で
あ
る
伊
勢
屋
伊
右
衛
門
と
い
う

人
の
世
話
人
で
す
。
さ
て
、
こ
の
源
兵

衛
が
」
と
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
す
れ
ば
よ
く

わ
か
る
。

主
語
は
わ
か
っ
た
。
万
屋
源
兵
衛
さ

ん
が
「
家
明
け
願
い
奥
印
の
儀
頼
み
出

候
に
付
、
村
役
承
知
の
上
奥
印
致
さ
れ
」
、

こ
れ
は
「
家
明
け
願
い
」
と
や
ら
を
頼

み
に
来
た
の
で
、
東
塩
小
路
村
の
村
役

人
が
奥
印
を
し
た
。
百
姓
清
八
を
借
屋

か
ら
立
ち
退
か
せ
よ
う
と
し
た
ら
出
て

い
か
な
い
の
で
、
強
制
排
除
す
る
許
可

を
請
願
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。
清
八
が
借

家
を
し
て
い
た
前
の
町
は
東
塩
小
路
村

の
中
。
だ
か
ら
万
屋
源
兵
衛
が
東
塩
小

路
村
庄
屋
ら
に
奥
印
を
し
て
も
ら
っ
た
、
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本
の
紹
介

『
若
山
要
助
日
記
』
（
京
都
市
歴
史
資
料
館
刊
）

伊

東

宗

裕

（
京
都
市
歴
史
資
料
館
員
）

第
３
回

近
世
都
市
の
芸
能
興
行
と
差
別

講
師

斉
藤

利
彦
さ
ん

（
佛
教
大
学
准
教
授
）



と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
や
っ
か
い
な
事
が
起
き
た
。

本
来
伊
勢
屋
伊
右
衛
門
所
有
の
借
家
だ

か
ら
、
家
明
け
願
い
を
伊
右
衛
門
の
名

前
で
出
し
た
が
、
実
際
に
は
万
屋
源
兵

衛
が
伊
右
衛
門
の
名
前
を
勝
手
に
使
っ

て
願
書
を
提
出
し
た
の
が
ば
れ
て
、
京

都
町
奉
行
所
か
ら
「
壱
人
に
弐
名
の
御

ふ

た

な

し
か
り
」
を
く
ら
っ
た
、
と
い
う
こ
と

の
よ
う
で
あ
る
。

万
屋
源
兵
衛
と
百
姓
清
八
、
そ
れ
に

東
塩
小
路
村
役
人
ら
が
処
罰
さ
れ
て
い

ま
す
。
万
屋
源
兵
衛
と
清
八
は
当
事
者

と
み
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
源
兵
衛
と

清
八
の
間
の
も
め
ご
と
が
下
地
に
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
れ
が
嘉
永
三
年
の
十
二
月
の
こ
と
。

そ
の
年
末
か
ら
村
中
が
謹
慎
し
、
さ
び

し
い
正
月
を
迎
え
た
。
何
と
ま
あ
不
吉

な
日
記
の
書
き
始
め
で
は
な
い
か
。
年

も
押
し
つ
ま
っ
て
村
に
と
っ
て
大
事
件

が
起
き
た
。

こ
う
い
う
書
き
出
し
に
続
き
、
第
一

冊
、
つ
ま
り
嘉
永
三
年
十
二
月
か
ら
翌

四
年
十
二
月
ま
で
の
一
年
強
の
記
述
は
、

わ
た
し
た
ち
が
考
え
る
日
記
の
体
裁
、

つ
ま
り
月
日
と
天
候
を
最
初
に
書
く
、

と
い
う
体
裁
を
と
っ
て
い
な
い
。
こ
の

事
件
か
ら
書
き
始
め
た
と
い
う
こ
と
は
、

事
件
が
日
記
を
書
き
始
め
る
動
機
に
な
っ

て
い
る
。
一
人
の
武
士
の
侍
が
馬
か
ら

落
ち
て
落
馬
し
て
風
の
言
い
方
で
は
あ

る
が
。

日
記
を
書
き
始
め
る
動
機
は
い
ろ
い

ろ
あ
る
。
年
が
改
ま
っ
た
、
学
校
に
入
っ

た
、
就
職
し
た
、
子
供
が
生
ま
れ
た
。

要
助
の
場
合
は
年
が
押
し
詰
ま
っ
て
村

に
起
こ
っ
た
厄
介
事
が
は
じ
ま
り
だ
。

日
記
に
は
第
一
冊
と
か
何
と
か
、
と
に

か
く
順
番
を
示
す
よ
う
な
文
字
は
記
さ

れ
て
い
な
い
。
で
も
現
在
残
っ
て
い
る

日
記
原
本
十
四
冊
の
中
の
第
一
冊
が
要

助
日
記
本
来
の
第
一
冊
だ
と
い
う
こ
と

が
、
こ
う
い
う
始
り
か
た
で
判
る
。
や

や
こ
し
い
言
い
方
だ
が
。
村
に
と
っ
て

の
大
事
件
が
日
記
を
始
め
る
き
っ
か
け

に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
と
も
う
一
つ
、
こ
の
事
件
で
庄

屋
・
年
寄
が
責
任
を
と
り
退
役
し
た
あ

と
、
翌
年
七
月
に
要
助
が
庄
屋
に
、
親

戚
で
隣
に
住
む
若
山
庄
造
が
年
寄
に
就

任
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
庄
屋
事
務
取
扱

的
な
立
場
で
過
ご
し
た
よ
う
で
あ
る
。

庄
屋
・
年
寄
が
引
責
辞
任
し
た
あ
と
、

村
の
旧
家
で
、
し
か
も
人
望
の
あ
っ
た

要
助
が
庄
屋
に
就
任
せ
ざ
る
を
得
な
い

の
は
火
を
見
る
よ
り
明
ら
か
だ
っ
た
。

そ
こ
で
発
端
と
な
っ
た
事
件
と
、
そ
れ

以
降
の
村
の
動
向
を
記
録
し
て
お
く
こ

と
が
必
要
だ
と
考
え
た
、
こ
う
い
う
動

機
で
あ
る
。

■
若
山
家
と
要
助

要
助
日
記
は
若
山
要
助
さ
ん
と
い
う

百
姓
の
日
記
で
あ
る
。
「
農
民
」
と
い

う
よ
り
「
百
姓
」
の
日
記
と
い
う
ほ
う

が
ふ
さ
わ
し
い
。
要
助
は
日
記
か
ら
見

る
と
実
際
に
農
作
業
は
し
て
な
い
よ
う

で
、
そ
の
点
で
は
百
姓
と
い
う
身
分
で

は
あ
っ
て
も
農
民
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
と

は
ち
ょ
っ
と
違
い
が
あ
る
。

要
助
の
家
に
は
系
図
が
残
さ
れ
て
い

て
、
遠
祖
は
信
濃
の
小
笠
原
家
の
出
。

紀
伊
国
若
山
に
長
ら
く
住
ん
だ
と
い
う
。

今
の
和
歌
山
で
あ
る
。
若
山
に
い
た
彦

次
郎
長
喜
と
い
う
人
が
文
明
六
年
（
一

四
七
四
）
に
京
都
へ
上
り
、
今
の
京
都

駅
近
辺
に
住
み
つ
い
た
。
こ
の
人
物
を

京
都
の
若
山
家
初
代
と
す
る
。
そ
の
後
、

若
山
家
は
村
の
草
分
け
と
し
て
繁
栄
し

た
。京

都
若
山
家
は
、
東
塩
小
路
村
内
に

正
行
院
と
い
う
浄
土
宗
寺
院
を
建
立
し

て
い
る
。
俗
称
猿
寺
で
あ
る
。
実
は
こ

の
要
助
日
記
は
若
山
家
か
ら
正
行
院
に

寄
進
さ
れ
、
現
在
は
同
寺
の
所
有
（
京
都

市
歴
史
資
料
館
寄
託
）
。
一
人
で
寺
院
を

創
建
す
る
こ
と
を
「
一
建
立
」
と
い
う
。

も
ち
ろ
ん
財
力
が
な
い
と
だ
め
だ
か
ら
、

若
山
一
門
は
着
実
に
繁
栄
し
て
い
た
と

い
え
る
。

た
だ
、
ど
う
い
う
事
情
か
は
知
ら
な

い
が
、
正
行
院
を
菩
提
寺
に
し
て
い
る

の
は
要
助
家
の
隣
だ
っ
た
若
山
庄
造
家

で
、
要
助
家
は
ず
っ
と
離
れ
た
左
京
区

岡
崎
に
あ
る
金
戒
光
明
寺
の
塔
頭
公
安

院
で
あ
る
。

長
く
続
い
た
家
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど

浮
き
沈
み
が
あ
り
、
た
い
て
い
中
興
の

祖
と
呼
ば
れ
る
人
物
が
出
て
い
る
。
そ

の
ひ
と
り
が
日
記
を
書
き
始
め
た
要
助

で
あ
る
よ
う
に
系
図
に
は
書
か
れ
て
い

る
。実

は
要
助
日
記
は
二
人
の
要
助
が
書

き
継
い
だ
日
記
で
あ
る
。
ま
ず
前
半
部
、

第
十
一
冊
の
途
中
ま
で
。
年
で
い
え
ば

万
延
二
年
（
一
八
六
一
）
三
月
ま
で
が
若

山
家
第
十
九
代
要
助
守
一
、
文
久
元
年

九
月
（
三
月
に
万
延
二
年
か
ら
文
久
元
年
に

改
元
）
か
ら
は
養
子
二
十
代
要
助
喜
一
が

記
録
し
て
い
る
。
要
助
が
当
主
の
世
襲

名
、
守
一
と
喜
一
は
個
人
を
識
別
す
る

名
前
で
あ
る
。

「
書
き
継
い
だ
」
と
い
う
こ
と
は
、

要
助
守
一
が
書
い
た
日
記
と
同
じ
帳
面

に
、
そ
の
ま
ま
要
助
喜
一
が
続
け
て
書

い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
万
延
二
年

三
月
ご
ろ
に
要
助
守
一
が
病
い
の
た
め

日
記
を
中
絶
し
た
。
そ
の
後
、
同
じ
帳

面
に
要
助
喜
一
が
記
載
を
続
け
た
。
公

的
な
日
記
、
執
務
日
誌
だ
と
考
え
れ
ば

奇
妙
な
こ
と
で
は
な
い
。

要
助
守
一
は
系
図
に
よ
れ
ば
奈
良
興

福
寺
の
一
乗
院
門
跡
に
仕
え
た
小
森
家
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の
出
自
。
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
に
京

都
へ
上
り
若
山
家
を
継
い
だ
。
文
化
元

年
（
一
八
〇
四
）
生
ま
れ
だ
か
ら
、
日
記

が
始
ま
る
嘉
永
三
年
に
は
四
十
七
歳
。

万
延
二
年
、
五
十
八
歳
で
亡
く
な
る
。

要
助
喜
一
は
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
生

ま
れ
。
東
塩
小
路
村
竹
内
八
右
衛
門
の

次
男
で
明
治
三
十
四
年
に
七
十
一
歳
で

没
し
た
。

要
助
が
住
ん
で
い
た
葛
野
郡
東
塩
小

路
村
は
、
Ｊ
Ｒ
京
都
駅
の
地
そ
の
も
の

だ
と
考
え
て
も
ら
っ
た
ら
い
い
。
京
都

駅
の
ホ
ー
ム
に
お
り
た
っ
て
改
札
を
出

る
と
き
、
あ
な
た
は
東
塩
小
路
村
を
歩

い
て
い
る
の
を
感
じ
る
、
な
ん
て
い
う

と
司
馬
遼
太
郎
の
読
み
す
ぎ
だ
が
。
村

の
中
心
は
東
洞
院
通
。
こ
の
通
り
は
洛

中
と
郊
外
を
結
ぶ
街
道
で
も
あ
り
、
洛

外
で
は
竹
田
街
道
と
よ
ば
れ
て
い
た
。

通
り
に
沿
っ
て
村
の
家
並
が
続
い
て
い

た
。■

奔
走
す
る
要
助

要
助
日
記
は
全
般
に
執
務
日
記
で
あ

る
。
基
本
的
に
庄
屋
と
い
う
職
務
以
外

の
こ
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
要
助
さ

ん
の
私
生
活
や
心
の
う
ち
は
う
か
が
え

な
い
。
庄
屋
事
務
取
扱
か
ら
正
式
に
庄

屋
に
な
り
、
要
助
は
ほ
ん
と
に
忙
し
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
庄
屋
事
務
取
扱
に
な
っ

た
と
た
ん
い
ろ
ん
な
用
務
が
課
せ
ら
れ

た
。
一
例
を
挙
げ
て
見
よ
う
。

嘉
永
四
年
正
月
早
々
、
村
内
に
脇
差

一
腰
が
放
置
さ
れ
て
い
た
。
通
り
が
か
っ

た
人
が
要
助
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
届
け
た
。

こ
れ
が
初
仕
事
で
あ
る
。

要
助
は
留
守
だ
っ
た
の
で
、
助
役
の

同
苗
庄
蔵
が
雑
色
松
尾
家
へ
報
告
し
た

ら
、
部
下
で
あ
る
竹
内
某
へ
回
れ
と
命

じ
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
竹
内
某
の
と
こ

ろ
へ
赴
い
た
と
こ
ろ
、
も
は
や
遅
い
か

ら
明
日
の
こ
と
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と

に
な
っ
た
。
翌
日
、
竹
内
某
に
願
書
を

書
い
て
も
ら
い
京
都
町
奉
行
所
へ
拾
得

届
を
出
し
た
。
そ
こ
で
、
三
日
の
間
、

村
内
に
落
し
主
を
探
す
建
札
を
立
て
よ

と
命
じ
ら
れ
た
。
拾
っ
た
脇
差
は
町
奉

行
所
に
収
め
ら
れ
、
三
日
の
内
に
落
し

主
が
出
な
い
場
合
は
一
件
落
着
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

次
に
、
建
札
の
前
に
重
要
な
仕
事
が

残
っ
て
い
た
。
役
人
へ
の
挨
拶
廻
り
で

あ
る
。
た
だ
の
挨
拶
で
は
な
い
。
「
礼

物
」
と
称
す
る
も
の
が
伴
う
。
雑
色
松

尾
へ
は
銀
三
匁
、
下
雑
色
と
い
う
松
尾

家
の
家
来
筋
に
は
そ
れ
ぞ
れ
二
匁
づ
つ
、

竹
内
へ
は
願
書
執
筆
の
謝
礼
二
匁
、
計

九
匁
が
費
や
さ
れ
た
。
現
在
の
感
覚
で

い
え
ば
数
万
円
に
あ
た
る
だ
ろ
う
。
こ

の
例
に
従
え
ば
、
何
か
事
件
が
起
き
て

雑
色
そ
の
他
の
手
を
わ
ず
ら
わ
せ
る
た

び
に
数
万
円
が
消
え
て
い
く
。

経
費
の
出
ど
こ
ろ
は
も
ち
ろ
ん
村
の

会
計
で
あ
る
。
村
の
会
計
は
す
な
わ
ち

村
民
の
負
担
に
基
づ
い
て
い
る
。
洛
中

の
町
で
は
、
た
と
え
ば
子
供
の
成
人
、

当
主
の
隠
居
、
家
の
売
買
、
結
婚
、
折

あ
る
ご
と
に
町
へ
礼
銀
・
振
舞
銀
な
ど

の
名
目
で
献
金
す
る
こ
と
が
普
通
で
あ

り
、
こ
れ
が
町
の
基
本
収
入
に
な
っ
て

い
た
。
東
塩
小
路
村
で
も
同
様
の
習
わ

し
が
行
な
わ
れ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。

建
札
は
そ
の
日
の
う
ち
に
村
内
に
建

て
ら
れ
た
。
文
面
は
「
東
洞
院
通
八
条

半
町
東
へ
入
る
道
端
に
小
脇
差
一
腰
捨

て
置
き
こ
れ
有
り
候
間
、
も
し
落
し
主

出
ら
れ
候
は
ば
当
村
役
方
へ
訴
え
出
ら

る
べ
く
候
事
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

建
札
は
正
月
十
日
ま
で
建
て
ら
れ
た
が
、

該
当
者
が
名
乗
り
で
る
こ
と
は
な
く
引
っ

込
め
ら
れ
た
。

右
の
よ
う
な
、
現
在
で
い
え
ば
自
治

体
や
警
察
の
や
る
べ
き
仕
事
が
す
べ
て

村
で
あ
れ
ば
庄
屋
、
市
街
地
で
あ
れ
ば

町
年
寄
の
責
任
範
囲
に
含
ま
れ
た
。
試

み
に
嘉
永
四
年
の
正
月
か
ら
三
月
に
か

け
、
要
助
が
責
任
を
も
っ
て
処
理
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
出
来
ご
と
を

「
日
記
」
か
ら
拾
い
列
挙
し
て
み
よ
う
。

た
だ
し
恒
例
の
も
の
（
祭
礼
・
年
貢
・
触

状
な
ど
）
、
お
よ
び
伊
勢
屋
伊
右
衛
門
事

件
関
係
の
処
理
は
除
く
。

正
月
五
日

脇
差
落
し
物
処
理

正
月
某
日

村
内
借
家
人
へ
施
行

正
月
十
日

修
正
舎
（
心
学
講
舎
）
か

ら
施
行
物
依
頼

正
月
十
三
日

醍
醐
三
宝
院
僧
を
村

継
ぎ
で
市
中
へ
送
る

正
月
二
十
二
日

病
人
を
村
送
り
で

東
本
願
寺
寺
内
町
へ
送
る

正
月
二
十
四
日

宇
治
方
面
へ
検
使

に
つ
き
人
足
を
差
出
す

二
月
一
日

雑
色
松
尾
家
よ
り
の
使

者
が
あ
り
、
当
主
（
旦
那
）
が
東
塩
小

路
村
に
対
し
機
嫌
を
損
ね
て
い
る
と

い
う
情
報
を
得
る
。
以
後
関
係
修
復

に
気
を
つ
か
う

二
月
七
日

松
尾
家
配
下
村
上
家
近

所
か
ら
出
火
。
見
舞
に
行
く

二
月
十
八
日

町
奉
行
所
へ
召
喚
さ

れ
、
二
十
一
日
所
司
代
等
伏
見
巡
検

に
つ
き
道
筋
掃
除
を
命
じ
ら
れ
る
（
三

月
五
日
に
延
期
）

二
月
二
十
日

修
正
舎
か
ら
再
度
施

行
物
依
頼

二
月
二
十
日

東
九
条
村
で
火
事

二
月
二
十
一
日

町
奉
行
所
へ
出
頭

二
月
二
十
二
日

四
国
巡
礼
の
病
者

を
市
中
へ
村
送
り
で
送
る

二
月
二
十
二
日

東
洞
院
門
座
下
る

で
泥
酔
人
発
見
。
番
人
に
送
ら
せ
る

二
月
二
十
九
日

町
奉
行
所
へ
出
頭
。

村
内
寺
院
普
請
の
時
期
等
調
査
を
命
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じ
ら
れ
る

二
月
三
十
日

村
内
借
家
借
請
人
の

受
け
入
れ
事
務

三
月
一
日

南
山
城
へ
検
使
役
人
の

人
足
を
差
出
す

三
月
二
日

南
山
城
へ
検
使
雑
色
の

人
足
を
差
出
す

三
月
八
日

稲
荷
祭
の
神
輿
舁
き
を

謹
慎
中
で
も
や
っ
て
よ
い
か
と
町
奉

行
所
へ
伺
い
を
た
て
許
可
さ
れ
る

三
月
九
日

村
民
が
四
国
巡
拝
出
発

を
届
け
出
た
の
で
寄
合
の
う
え
餞
別

を
集
め
る

三
月
九
日

雑
色
五
十
嵐
家
か
ら
年

貢
分
先
納
（
実
質
的
な
借
金
）
依
頼
あ

り
。
村
内
地
主
を
集
め
相
談
の
う
え

断
わ
る

三
月
十
五
日

南
山
城
へ
検
使
に
つ

き
人
足
を
差
出
す

三
月
二
十
八
日

町
奉
行
の
御
土
居

巡
検
の
下
見
に
来
た
同
心
か
ら
御
土

居
管
理
怠
慢
を
注
意
さ
れ
る

「
日
記
」
の
前
半
、
要
助
守
一
執
筆

部
分
は
ほ
ぼ
こ
の
よ
う
な
事
柄
の
繰
り

返
し
で
あ
る
。
非
常
に
雑
な
た
と
え
だ

が
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
い
え
ば
中
間
管

理
職
で
あ
る
。
よ
く
い
え
ば
リ
ー
ダ
ー
、

悪
く
い
え
ば
板
挟
ま
れ
役
。

右
は
時
と
し
て
起
き
る
事
件
の
た
ぐ

い
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
東
塩
小
路
村
に

と
っ
て
重
要
な
稲
荷
祭
（
現
伏
見
稲
荷
大

社
例
祭
）
が
あ
る
。
東
塩
小
路
村
は
稲
荷

社
の
氏
子
で
神
輿
を
出
す
村
で
あ
る
。

毎
年
春
の
稲
荷
祭
の
世
話
は
実
に
た
い

へ
ん
で
あ
る
。
お
ま
け
に
祭
の
最
中
に

喧
嘩
は
起
き
る
は
け
が
人
は
出
る
は
、

要
助
さ
ん
は
翻
弄
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
要
助
が
細
か
く
書
い
て
く

れ
た
お
か
げ
で
、
江
戸
時
代
の
庄
屋
、

と
く
に
「
畿
内
先
進
地
域
」
で
の
庄
屋

と
い
う
の
は
実
に
忙
し
く
、
実
務
に
堪

能
な
人
物
で
な
け
れ
ば
勤
ま
ら
な
い
と

い
う
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

■
幕
末
維
新
の
動
乱

全
文
翻
刻
す
る
以
前
か
ら
、
若
山
要

助
日
記
は
あ
る
特
定
の
視
点
か
ら
注
目

さ
れ
て
い
た
。
「
幕
末
動
乱
の
庶
民
の

日
記
」
で
あ
る
。

京
都
市
編
『
京
都
の
歴
史
』
で
は
じ

め
て
紹
介
さ
れ
、
布
川
清
司
『
近
世
町

人
思
想
史
研
究
』
（
一
九
八
三
年
、
吉
川

弘
文
館
刊
）
や
佐
藤
誠
朗
『
幕
末
維
新
の

民
衆
世
界
』
（
一
九
九
四
年
、
岩
波
書
店
刊
）

な
ど
で
右
の
よ
う
な
視
点
か
ら
史
料
と

し
て
使
わ
れ
た
。

幕
末
動
乱
の
日
記
と
し
て
よ
く
引
か

れ
る
の
は
（
１
）
文
久
二
年
七
月
か
ら

九
月
に
か
け
て
の
「
天
誅
」
記
事
（
２
）

文
久
三
年
八
月
十
八
日
の
政
変
記
事

（
３
）
元
治
元
年
七
月
十
九
日
の
蛤
御

門
の
変
と
ど
ん
ど
ん
焼
け
記
事
（
４
）

慶
応
元
年
十
月
将
軍
家
茂
上
洛
先
手
藤

沢
讃
岐
守
（
旗
本
）
家
来
宿
所
記
事
、
以

上
の
四
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
四
件
の
記

述
は
、
あ
わ
せ
て
も
翻
刻
本
六
百
九
十

頁
の
う
ち
十
一
頁
た
ら
ず
の
分
量
で
あ

る
。
二
パ
ー
セ
ン
ト
に
満
た
な
い
記
事

で
そ
の
書
物
の
性
格
を
律
す
る
と
い
う

の
は
、
あ
ま
り
に
大
胆
に
す
ぎ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

元
治
元
年
七
月
十
九
日
の
条
は
次
の

よ
う
に
始
ま
る
。

今
朝
早
天
に
往
来
人
の
噂
有
之
、
右

は
今
暁
丑
の
刻
頃
長
州
人
、
人
数
は

不
相
知
候
へ
共
伏
見
街
道
よ
り
入
京

可
致
に
て
、
砂
川
辺
迄
押
登
候
処
、

右
砂
川
御
固
め
濃
州
大
垣
戸
田
殿
人

数
を
以
長
州
人
防
禦
に
相
成
…
…

や
は
り
近
辺
の
情
報
が
ま
っ
さ
き
に

入
る
か
ら
、
ほ
ん
と
う
に
大
騒
動
に
な
っ

た
京
都
御
所
周
辺
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

書
か
れ
て
い
な
い
。
そ
の
あ
と
起
き
た

大
火
の
記
事
も
東
本
願
寺
寺
内
町
な
ど

東
塩
小
路
村
の
周
辺
の
こ
と
し
か
出
て

こ
な
い
。
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
で
、
だ

か
ら
こ
そ
要
助
日
記
の
「
幕
末
騒
乱
」

記
事
は
い
い
の
で
あ
る
。
合
理
化
さ
れ

て
い
な
い
記
事
だ
か
ら
。
し
か
し
、
事

件
の
全
貌
は
わ
か
ら
な
い
。

あ
く
ま
で
も
普
段
の
村
の
生
活
の
な

か
に
侵
入
し
て
き
た
幕
末
京
都
の
動
乱

な
の
で
あ
る
。
普
段
の
村
の
生
活
が
詳

細
に
描
か
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
二
パ
ー

セ
ン
ト
に
満
た
な
い
記
事
が
生
き
る
。

要
助
日
記
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
作

る
な
ら
「
は
て
し
な
い
日
常
に
闖
入
し

た
幕
末
と
い
う
異
分
子
」
あ
た
り
を
わ

た
し
は
押
し
た
い
。

高
木
在
中
と
い
う
京
都
町
人
の
日
記

が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
要
助
と
同
時
代

人
で
あ
る
。
そ
の
跋
に
こ
う
書
か
れ
て

い
る
。

「
両
者
（
要
助
日
記
と
高
木
在
中
日
記
）

を
利
用
し
、
京
都
市
中
の
町
方
と
地
方

を
比
較
対
照
検
討
す
れ
ば
、
京
都
の
幕

末
維
新
史
は
あ
る
い
は
書
き
か
え
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
」
（
内
田
・
島
野
編

『
幕
末
維
新
京
都
町
人
日
記
』
一
九
八
九
年
、

清
文
堂
刊
）

そ
れ
は
な
い
だ
ろ
う
、
と
い
う
の
が

わ
た
し
の
感
想
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
幕
末
を
強
く
感

じ
さ
せ
る
記
事
は
、
い
ず
れ
も
要
助
喜

一
の
記
録
し
た
後
半
部
に
属
す
。
お
と
っ

つ
あ
ん
の
要
助
守
一
は
庄
屋
と
し
て
非

常
に
忙
し
い
毎
日
を
送
っ
た
が
、
せ
が

れ
の
ほ
う
は
ど
う
も
庄
屋
見
習
い
か
そ

れ
と
も
庄
屋
助
手
と
い
っ
た
立
場
で
、

一
歩
引
い
た
と
こ
ろ
か
ら
村
運
営
を
見

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
お
や
じ
が
書
い
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た
ら
、
こ
ま
ご
ま
と
し
た
村
の
事
務
処

理
（
や
れ
請
願
書
を
書
い
た
、
や
れ
喧
嘩
を

仲
裁
し
た
）
の
間
に
た
だ
一
行
「
今
日
は

軍
勢
衝
突
、
火
災
起
き
る
」
で
す
ま
せ

て
い
た
の
で
は
と
、
お
っ
と
こ
れ
は
わ

た
し
の
白
日
夢
。

■
東
隣
は
柳
原

東
塩
小
路
村
の
東
隣
は
柳
原
庄
で
あ

る
。
柳
原
庄
は
独
立
し
た
村
で
は
な
く
、

周
辺
の
村
か
ら
出
張
耕
作
さ
れ
て
い
た

農
地
。
要
助
日
記
に
も
東
塩
小
路
村
住

民
の
柳
原
庄
出
作
者
の
名
が
見
え
る
。

日
記
に
は
出
作
者
だ
け
で
な
く
、
柳

原
庄
に
住
ん
で
い
る
者
が
頻
出
す
る
。

た
と
え
ば
領
主
妙
法
院
宮
か
ら
御
用
銀

を
課
せ
ら
れ
た
と
き
、
金
融
業
者
か
ら

借
り
て
充
当
し
た
。
こ
の
と
き
の
借
用

証
文
は
東
塩
小
路
村
と
「
柳
原
両
郷
」

が
連
印
し
て
い
る
（
嘉
永
五
年
三
月
十
日

条
）
。
ま
た
「
柳
原
庄
并
銭
座
村
」
か
ら

頼
ま
れ
村
の
会
所
を
貸
し
て
い
る
（
同
三

月
二
十
七
日
条
）
。
こ
の
「
柳
原
庄
」
は

六
条
村
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
う
。

わ
た
し
は
こ
れ
ま
で
蓄
積
さ
れ
て
き

た
部
落
史
研
究
の
成
果
に
ま
っ
た
く
通

じ
て
い
な
い
。
柳
原
庄
に
つ
い
て
も
、

中
世
以
来
の
柳
原
の
地
に
周
辺
か
ら
出

作
が
お
こ
な
わ
れ
、
十
八
世
紀
に
な
っ

て
、
え
た
村
で
あ
る
六
条
村
が
移
転
し
、

つ
い
で
六
条
村
か
ら
銭
座
村
が
分
か
れ

た
と
い
う
知
識
を
『
京
都
の
部
落
史
』

か
ら
教
え
ら
れ
て
い
る
程
度
で
あ
る
。

東
塩
小
路
村
の
隣
村
で
は
あ
っ
て
も
、

近
世
の
身
分
制
の
も
と
東
塩
小
路
村
お

よ
び
柳
原
庄
内
の
六
条
村
・
銭
座
村
の

間
に
は
隔
絶
が
あ
り
、
日
常
的
な
交
流

は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
、
と
い
う
の

が
わ
た
し
の
先
入
観
で
あ
っ
た
が
、
こ

れ
は
訂
正
を
要
す
る
の
か
。
残
念
な
が

ら
浅
薄
な
知
識
で
は
わ
か
ら
な
い
。
こ

の
こ
と
を
と
に
か
く
書
き
付
け
て
お
い

て
、
研
究
者
の
注
意
を
よ
ぶ
だ
け
で
あ

る
。■

雄
辯
な
る
村
人

最
後
に
、
要
助
日
記
で
、
わ
た
し
が

ほ
ん
と
う
に
お
も
し
ろ
く
感
じ
た
箇
所

を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
文
久
元
年
十
一

月
九
日
条
が
そ
の
代
表
で
あ
る
。
要
助

喜
一
の
執
筆
で
あ
る
。

東
本
願
寺
が
、
用
水
か
ら
門
前
の
堀

へ
分
水
す
る
の
で
東
塩
小
路
村
へ
諒
解

を
求
め
た
。
東
塩
小
路
村
で
は
、
こ
の

件
に
つ
い
て
東
九
条
村
と
の
間
に
合
意

の
一
札
を
と
り
か
わ
し
た
。
何
の
合
意

か
日
記
で
は
詳
細
が
わ
か
ら
な
い
。
日

記
と
い
う
の
は
当
事
者
に
自
明
の
こ
と

は
書
か
な
い
か
ら
、
こ
こ
ら
へ
ん
詳
細

が
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
は
こ
こ
で
は
ど

う
で
も
い
い
。

そ
の
一
札
に
つ
い
て
、
東
九
条
村
の

百
姓
が
勝
手
に
と
り
か
わ
し
た
と
騒
ぎ

出
し
た
。
そ
れ
で
東
九
条
村
辻
子
町
庄

屋
吉
左
衛
門
が
な
だ
め
る
た
め
に
一
札

本
紙
を
東
塩
小
路
村
庄
屋
吉
左
衛
門
か

ら
借
り
て
い
っ
た
が
、
ぐ
ず
ぐ
ず
い
っ

て
返
却
し
な
い
。
そ
の
こ
と
で
十
一
月

九
日
に
両
村
首
脳
部
の
寄
合
い
が
も
た

れ
た
。
寄
合
い
の
や
り
と
り
を
脚
本
風

に
書
け
ば
、

［
東
九
条
村
辻
子
町
吉
左
衛
門
］

さ
て
こ
の
度
は
万
事
解
決
に
至
っ
た

と
こ
ろ
、
私
の
村
の
百
姓
ど
も
に
疑

惑
を
生
じ
て
、
混
乱
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
疑
惑
を
解
く
た
め
に
一
札
本
紙

を
お
借
り
し
て
百
姓
ど
も
に
見
せ
た

と
こ
ろ
、
私
か
ら
取
り
上
げ
隠
し
て

し
ま
い
、
再
三
説
得
し
て
も
聞
き
入

れ
ず
、
村
役
の
不
行
届
き
と
私
を
殴

り
つ
け
ん
ば
か
り
に
非
難
す
る
始
末

で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
こ
と
に
難
儀
な

次
第
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
不
調
法

を
お
許
し
い
た
だ
き
、
こ
の
一
札
を

今
し
ば
ら
く
私
に
お
預
け
に
な
っ
て

は
い
た
だ
け
ま
い
か
。
さ
も
な
く
ば

私
の
身
に
危
険
が
及
ぶ
程
な
の
で
、

人
一
人
助
け
る
と
お
ぼ
し
め
し
く
だ

さ
い
。

［
東
塩
小
路
村
吉
左
衛
門
］

さ
て

さ
て
、
ご
存
じ
の
通
り
両
村
か
ら
証

文
を
出
し
会
い
解
決
を
見
て
、
妙
法

院
御
殿
様
へ
も
次
第
を
報
告
い
た
し

た
ば
か
り
の
と
こ
ろ
に
、
筋
違
い
の

こ
と
で
あ
り
合
点
が
参
り
ま
せ
ぬ
。

仰
せ
の
趣
き
は
承
り
ま
し
た
が
、
何

日
に
右
の
一
札
を
必
ず
返
却
す
る
と

い
う
一
札
を
貰
わ
ぬ
こ
と
に
は
始
末

が
つ
き
ま
せ
ぬ
。

［
辻
子
町
吉
左
衛
門
］

さ
れ
ば
一

両
日
の
御
猶
豫
を
頂
け
れ
ば
必
ず
お

返
し
い
た
し
ま
す
。

［
東
九
条
村
烏
丸
町
四
郎
右
衛
門
］

吉
左
衛
門
殿
の
お
言
葉
で
は
あ
る

が
、
一
両
日
延
ば
し
た
と
こ
ろ
で
百

姓
ど
も
か
ら
日
限
ま
で
に
取
り
戻
す

こ
と
は
思
い
も
寄
ら
ず
、
し
か
ら
ば

お
腹
立
ち
を
重
ね
ら
れ
る
儀
に
至
り

申
し
訳
ご
ざ
ら
ぬ
。
こ
の
上
は
皆
様

の
諒
解
を
得
て
、
東
本
願
寺
様
へ
こ

の
騒
動
が
収
ま
る
ま
で
分
水
工
事
を

延
期
し
て
い
た
だ
く
し
か
ご
ざ
ら
ぬ
。

一
同
同
道
の
う
え
歎
願
に
参
り
た
い

と
存
ず
る
の
で
、
こ
の
旨
お
願
い
す

る
次
第
で
あ
る
。

［
東
塩
小
路
村
吉
左
衛
門
］

こ
の

件
は
皆
様
よ
ろ
し
く
ご
処
置
お
願
い

申
す
。
わ
た
し
は
東
九
条
村
へ
も
、

領
主
妙
法
院
様
へ
も
申
し
訳
が
立
た

な
い
。
こ
の
上
は
皆
様
に
お
す
が
り

す
る
の
み
で
あ
る
。

ま
あ
な
ん
と
荘
重
か
つ
皮
肉
な
や
り
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と
り
で
あ
ろ
う
か
。
決
し
て
し
ゃ
ん
し
ゃ

ん
寄
合
い
で
は
な
い
。
村
人
は
こ
れ
ほ

ど
雄
辯
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ほ
か
に

も
出
て
く
る
こ
の
よ
う
な
や
り
と
り
を
、

お
も
し
ろ
く
思
わ
ず
し
て
要
助
日
記
の

ど
こ
が
お
も
し
ろ
い
、
と
わ
た
し
は
言

い
た
い
。
幕
末
動
乱
の
日
記
な
ど
と
い

う
レ
ッ
テ
ル
は
ど
う
で
も
よ
い
。
わ
た

し
は
こ
れ
ら
村
人
の
や
り
と
り
を
頭
の

中
で
芝
居
の
せ
り
ふ
に
な
お
し
な
が
ら
、

ひ
と
り
楽
し
ん
で
い
た
。

と
こ
ろ
で
寄
合
い
に
は
筆
者
で
あ
る

要
助
喜
一
が
出
席
し
て
い
る
。
記
録
し

て
い
る
わ
け
だ
か
ら
当
然
の
こ
と
だ
。

し
か
し
、
や
り
と
り
の
ど
こ
に
も
要
助

の
姿
は
見
え
な
い
。
お
や
じ
と
違
い
、

村
を
指
導
す
る
リ
ー
ダ
ー
か
ら
は
ち
ょ
っ

と
引
い
た
視
点
で
書
か
れ
て
い
る
。
だ

か
ら
こ
そ
こ
ん
な
に
お
も
し
ろ
い
記
事

が
書
け
た
。
立
場
だ
け
で
こ
ん
な
記
事

は
書
け
な
い
。
こ
の
人
は
脇
か
ら
観
察

す
る
、
養
父
と
は
違
っ
た
人
が
ら
が
あ

ら
わ
れ
て
い
る
の
も
日
記
の
お
も
し
ろ

い
と
こ
ろ
だ
。

（
『
若
山
要
助
日
記

上
・
下
』
叢
書

京
都

の
史
料
１
・
２
、
京
都
市
歴
史
資
料
館
編
刊
、

一
九
九
七
年
～
一
九
九
八
年
発
行
）

『
日
本
の
社
会
主
義

原
爆
反
対
・

原
発
推
進
の
論
理
』
（
二
〇
一
三
年
）
を

紹
介
す
る
。

著
者
の
加
藤
哲
郎
氏
は
、
一
九
四
七

年
岩
手
県
生
ま
れ
の
政
治
学
者
（
政
治
学
、

比
較
政
治
、
現
代
史
専
攻
）
。
現
在
、
早

稲
田
大
学
大
学
院
政
治
学
研
究
科
客
員

教
授
、
一
橋
大
学
名
誉
教
授
で
あ
る
。

著
者
は
、
こ
れ
ま
で
「
二
〇
世
紀
の

脱
神
話
化
」
に
向
け
て
、
現
代
情
報
戦

研
究
、
戦
前
社
会
主
義
・
共
産
主
義
運

動
と
在
外
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
す
る
研

究
、
戦
間
期
か
ら
戦
後
期
に
お
け
る
社

会
主
義
・
共
産
主
義
運
動
と
情
報
戦
に

関
す
る
研
究
、
国
家
論
な
ど
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
ま
た
、
そ
の
研
究
成
果
の

公
開
も
含
め
て
、
現
代
社
会
へ
の
提
言

を
ネ
ッ
ト
上
の
「
ネ
チ
ズ
ン
・
カ
レ
ッ

ジ
」
で
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

本
書
『
日
本
の
社
会
主
義
』
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
研
究
の
延
長
線
上
に
あ
り

な
が
ら
も
、
原
子
力
と
い
う
新
た
な
問

題
と
取
り
組
ん
で
い
る
。

著
者
は
、
本
書
を
記
す
に
あ
た
っ
て
、

二
つ
の
「
神
話
」
と
向
き
合
う
。
「
社

会
主
義
・
共
産
主
義
の
神
話
」
と
「
原

子
力
の
平
和
利
用
神
話
」
で
あ
る
。

前
者
の
神
話
は
冷
戦
崩
壊
前
後
か
ら

問
い
直
さ
れ
て
き
た
が
、
後
者
の
検
証

が
始
ま
っ
た
の
は
や
は
り
東
日
本
大
震

災
に
よ
る
フ
ク
シ
マ
以
後
だ
ろ
う
。

著
者
は
、
こ
の
二
つ
の
神
話
の
交
錯

を
解
き
明
か
し
、
そ
こ
か
ら
神
話
な
き

世
界
に
踏
み
出
そ
う
と
す
る
。
著
者
自

身
に
よ
る
次
の
問
い
か
け
を
引
い
て
お

こ
う
。

日
本
が
「
唯
一
の
被
爆
国
」
で
ヒ
ロ

シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
を
反
省
し
て
き
た

の
は
本
当
な
の
か
、
そ
の
「
悔
恨
」

の
度
合
い
は
ど
の
程
度
で
あ
っ
た
の

か
、
原
水
爆
禁
止
を
中
心
課
題
と
し

た
国
民
的
平
和
運
動
と
、
ほ
ぼ
同
時

に
始
ま
っ
た
「
原
子
力
の
平
和
利
用
」

は
い
か
な
る
関
係
に
あ
っ
た
の
か
、

特
に
「
社
会
主
義
を
め
ざ
す
」
と
自

認
す
る
共
産
党
や
社
会
党
の
原
爆
・

原
発
認
識
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
の
か
、
そ
れ
は
一
九
〇
一
年
社
会

民
主
党
宣
言
お
よ
び
四
六
年
日
本
国

憲
法
の
掲
げ
た
「
非
戦
・
平
和
主
義
」

＝
軍
備
全
廃
と
ど
う
関
わ
っ
た
の
か
」

（
二
六
七
頁
）

し
か
し
、
な
ぜ
一
見
無
関
係
に
も
見

え
る
こ
れ
ら
の
神
話
を
、
と
い
う
問
い

が
浮
か
ぶ
だ
ろ
う
。
私
が
思
う
に
、
こ

の
二
つ
の
神
話
に
は
「
科
学
信
仰
」
と

い
う
共
通
項
が
あ
る
。

科
学
の
信
仰
と
は
そ
れ
こ
そ
自
己
矛

盾
な
言
葉
だ
が
、
一
方
で
社
会
思
想
に

お
い
て
科
学
的
、
進
歩
的
で
あ
る
こ
と

の
優
位
性
を
保
証
し
、
他
方
で
人
間
は

科
学
に
よ
っ
て
自
然
を
征
服
で
き
る
は

ず
だ
と
い
う
過
信
を
生
み
出
し
て
き
た
。

こ
の
信
仰
が
二
つ
の
神
話
を
創
造
し
、

そ
し
て
い
ま
や
「
原
子
力
の
平
和
利
用

神
話
」
の
方
は
崩
壊
と
再
生
の
分
岐
点

に
あ
る
。
こ
の
岐
路
か
ら
改
め
て
「
日

本
の
社
会
主
義
」
に
対
峙
し
た
の
が
本

書
で
あ
る
と
考
え
る
。

本
書
の
構
成
を
記
す
。

序

章

現
代
日
本
に
お
け
る
「
非

核
・
平
和
」

第
一
章

日
本
の
社
会
主
義
―
「
非

戦
・
平
和
」
か
ら
の
出
発

第
二
章

ロ
シ
ア
革
命
、
関
東
大
震

災
と
社
会
主
義
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第
三
章

近
代
化
の
た
め
の
社
会
主

義
・
共
産
主
義
・
原
子
力

第
四
章

占
領
下
日
本
の
原
爆
・
原

子
力

第
五
章

原
子
力
に
あ
こ
が
れ
た
社

会
主
義
―
武
谷
三
男
の
場
合

第
六
章

「
ア
ト
ム
ズ
・
フ
ォ
ー
・

ピ
ー
ス
」
の
日
本
的
受
容

第
七
章

平
野
義
太
郎
と
日
本
共
産

党
の
「
平
和
利
用
」
論

第
八
章

日
本
社
会
党
と
有
澤
廣
巳

の
「
原
子
力
と
社
会
主
義
」

終

章

社
会
主
義
の
崩
壊
と
脱
原

発
運
動

大
き
く
見
れ
ば
、
戦
前
を
扱
っ
た
第

一
章
か
ら
第
三
章
ま
で
の
前
半
と
、
戦

後
を
扱
っ
た
第
四
章
か
ら
第
八
章
ま
で

の
後
半
に
分
か
れ
る
。

前
半
で
は
、
「
社
会
主
義
・
共
産
主

義
の
神
話
」
が
検
証
さ
れ
る
。
本
書
を

通
し
て
、
好
意
的
な
評
価
を
与
え
ら
れ

る
の
が
、
一
九
〇
一
年
の
社
会
民
主
党

宣
言
で
あ
る
。

社
会
主
義
を
縦
糸
、
民
主
主
義
を
横

糸
と
し
、
し
か
も
平
和
主
義
（
非
戦
）
や

国
際
主
義
が
加
わ
る
こ
の
宣
言
の
理
念

が
、
そ
の
後
の
日
本
に
お
い
て
ど
の
よ

う
な
変
遷
を
辿
っ
た
か
が
、
本
書
の
ひ

と
つ
の
軸
に
な
る
。

先
ん
じ
て
い
え
ば
、
こ
の
故
郷
喪
失

の
顛
末
こ
そ
、
「
日
本
の
社
会
主
義
」

が
た
ど
る
途
で
も
あ
っ
た
。

序
章
は
、
現
代
、
と
り
わ
け
フ
ク
シ

マ
以
後
に
お
い
て
、
「
原
子
力
の
平
和

利
用
」
の
問
題
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
。

「
非
核
」
と
「
原
子
力
の
平
和
利
用
」

の
共
存
、
そ
し
て
こ
の
共
存
を
積
極
的

に
認
め
て
き
た
「
日
本
の
社
会
主
義
」

へ
の
問
い
か
け
で
あ
る
。

著
者
が
原
子
力
に
批
判
的
な
理
由
は

明
解
だ
。
ひ
と
つ
目
は
、
平
和
利
用
だ

ろ
う
と
放
射
能
汚
染
労
働
は
避
け
ら
れ

ず
、
労
働
力
の
再
生
産
を
不
可
能
に
す

る
こ
と
。
二
つ
目
は
、
取
り
返
し
の
つ

か
な
い
リ
ス
ク
を
生
み
出
す
「
文
明
の

暴
力
装
置
」
で
あ
る
こ
と
。
三
つ
目
は
、

使
用
済
み
核
燃
料
の
問
題
な
ど
「
未
来

世
代
へ
の
暴
力
」
で
も
あ
る
こ
と
。

こ
れ
ら
の
「
暴
力
」
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
「
神
話
」
や
情
報
操
作
に
よ
っ
て
塗

り
固
め
ら
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
こ
の

「
神
話
」
の
生
成
に
「
日
本
の
社
会
主

義
」
も
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
、

著
者
は
見
逃
し
は
し
な
い
。

こ
の
問
題
が
戦
前
に
ま
で
遡
っ
て
検

討
さ
れ
る
。

第
一
章
で
は
、
一
九
〇
一
年
に
結
成

さ
れ
た
社
会
民
主
党
の
理
念
、
幸
徳
秋

水
に
お
け
る
渡
米
後
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
震
災
体
験
と
思
想
の
変
化
、
議
会

主
義
対
無
政
府
主
義
が
取
り
上
げ
ら
れ

る
。日

露
戦
争
を
前
に
「
非
戦
・
平
和
」

を
重
視
し
た
「
日
本
の
社
会
主
義
」
は
、

渡
米
中
の
幸
徳
の
「
災
害
ユ
ー
ト
ピ
ア
」

体
験
に
よ
っ
て
、
新
た
に
「
無
産
者
・

被
災
者
、
被
差
別
異
端
者
内
部
の
自
治
・

連
帯
」
と
い
う
特
徴
が
加
わ
っ
て
い
く
。

国
際
情
報
戦
や
社
会
主
義
者
の
国
際

的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
切
り
口
か

ら
、
こ
の
時
期
の
社
会
主
義
に
新
た
な

意
義
を
附
与
し
て
い
く
の
は
、
著
者
な

ら
で
は
の
手
法
だ
ろ
う
。

第
二
章
で
は
、
「
第
一
次
共
産
党
」

が
扱
わ
れ
る
。
党
の
結
成
か
ら
綱
領
、

関
東
大
震
災
体
験
と
そ
の
後
の
解
党
ま

で
で
あ
る
。

党
の
「
神
話
」
で
も
あ
る
一
九
二
二

年
七
月
一
五
日
結
成
説
が
批
判
さ
れ
、

一
九
二
一
年
四
月
結
成
説
が
展
開
さ
れ

た
こ
と
、
ま
た
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
指
示

や
一
九
二
二
年
九
月
党
綱
領
に
お
い
て

「
天
皇
制
」
へ
の
言
及
が
な
か
っ
た
と

の
指
摘
は
興
味
深
い
。
む
し
ろ
、
「
帝

国
」
に
対
抗
す
る
「
日
・
朝
・
中
三
国

民
衆
の
連
帯
」
と
い
う
側
面
を
著
者
は

評
価
す
る
。

け
れ
ど
も
、
そ
の
直
後
に
起
き
た
関

東
大
震
災
で
は
、
「
災
害
ユ
ー
ト
ピ
ア
」

の
兆
候
の
一
方
で
、
朝
鮮
人
、
中
国
人
、

社
会
主
義
者
、
労
働
者
の
虐
殺
と
い
う

「
エ
リ
ー
ト
・
パ
ニ
ッ
ク
」
が
起
き
た
。

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
は
、
こ
の
パ
ニ
ッ
ク

を
通
じ
て
日
本
の
革
命
を
指
令
し
た
が
、

第
一
次
共
産
党
は
「
国
民
」
か
ら
孤
立

し
、
自
主
的
に
解
党
し
た
。

第
三
章
で
は
、
「
第
二
次
共
産
党
」

と
戦
前
期
日
本
の
原
子
力
認
識
が
扱
わ

れ
る
。
こ
の
章
か
ら
社
会
主
義
と
原
子

力
の
関
係
が
問
わ
れ
る
。

理
論
上
の
「
革
命
」
（
「
福
本
イ
ズ
ム
」
）

が
党
内
で
流
行
す
る
な
か
、
コ
ミ
ン
テ

ル
ン
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
図
式
的
な

「
階
級
主
義
的
近
代
化
論
」
と
そ
の
機

械
的
受
容
は
、
の
ち
の
「
三
二
テ
ー
ゼ
」

至
上
主
義
に
結
び
つ
い
て
い
く
。

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
指
令
で
は
、
「
近

代
化
」
の
障
壁
と
な
る
天
皇
制
や
封
建

遺
制
の
打
倒
に
向
け
て
、
帝
国
主
義
戦

争
を
内
乱
に
転
化
す
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
た
が
、
そ
れ
は
「
日
本
の
社
会
主
義
」

の
平
和
認
識
を
ゆ
が
ま
せ
る
も
の
で
も

あ
っ
た
。

し
か
も
、
こ
の
方
針
の
転
換
を
も
た

ら
す
は
ず
の
人
民
戦
線
戦
術
は
、
日
本

で
は
、
受
け
皿
と
な
る
べ
き
共
産
党
が

弾
圧
と
「
転
向
」
で
壊
滅
し
て
お
り
、

フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
の
よ
う
な
展
開

を
遂
げ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
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「
模
範
国
」
ソ
連
で
は
、
ス
タ
ー
リ

ン
の
個
人
崇
拝
、
「
大
粛
清
」
、
「
愛

国
主
義
」
の
高
ま
り
が
起
き
、
「
模
範
」

と
す
べ
き
「
社
会
主
義
」
の
面
影
は
消

失
し
て
い
た
。

日
本
を
含
む
他
国
の
共
産
党
は
、

「
資
本
主
義
の
全
般
的
危
機
」
と
い
う

終
末
論
か
ら
導
か
れ
る
道
の
り
を
ひ
た

す
ら
歩
む
こ
と
で
、
無
限
に
生
産
力
が

発
展
す
る
共
産
世
界
、
「
自
然
征
服
」

の
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
目
指
す
こ
と
に
な
る
。

た
だ
し
、
こ
う
し
た
生
産
力
主
義
や

近
代
主
義
の
偏
重
は
、
共
産
党
に
の
み

言
え
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。

例
え
ば
、
Ｈ
・
Ｇ
・
ウ
ェ
ル
ズ
が

『
解
放
さ
れ
た
世
界
』
（
一
九
一
三
年
）

で
描
写
し
た
「
原
子
爆
弾
」
は
、
日
本

で
は
そ
の
文
明
批
評
的
な
視
点
が
脱
色

さ
れ
、
も
っ
ぱ
ら
生
産
力
主
義
、
近
代

主
義
的
な
着
色
が
施
さ
れ
て
い
っ
た
。

戦
時
下
の
ア
メ
リ
カ
で
開
発
が
着
手

さ
れ
る
リ
ア
ル
な
原
子
爆
弾
は
、
科
学

者
を
総
動
員
体
制
へ
と
結
び
付
け
な
が

ら
、
「
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
を
目
的
と
す

る
「
戦
時
利
用
」
が
考
え
ら
れ
、
実
際

に
こ
の
殺
戮
兵
器
は
大
日
本
帝
国
に
落

と
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

本
書
の
後
半
は
、
戦
後
日
本
の
社
会

主
義
と
原
子
力
の
関
係
で
あ
る
。

第
四
章
で
扱
わ
れ
る
の
は
、
原
爆
神

話
、
日
本
社
会
党
・
「
第
三
次
共
産
党
」

の
誕
生
、
敗
戦
後
の
原
子
力
言
説
で
あ

る
。広

島
・
長
崎
で
多
大
な
犠
牲
者
を
出

し
た
原
爆
は
、
戦
後
「
戦
争
抑
止
力
」

と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
で
塗
り
固
め
ら
れ
、

原
子
力
は
「
平
和
利
用
」
に
基
づ
く
エ

ネ
ル
ギ
ー
供
給
源
と
し
て
宣
伝
さ
れ
た
。

敗
戦
後
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
日
本

社
会
党
、
第
三
次
共
産
党
は
こ
の
ロ
ジ
ッ

ク
を
苦
も
な
く
受
け
入
れ
た
ば
か
り
か
、

ソ
連
の
原
爆
開
発
・
成
功
が
一
層
彼
ら

の
原
子
力
容
認
を
後
押
し
し
た
。
こ
れ

が
左
翼
版
「
原
子
力
の
平
和
利
用
」
論

の
原
型
と
な
る
。

こ
の
理
論
的
な
裏
付
け
を
党
に
与
え

た
の
が
、
第
五
章
で
検
討
さ
れ
る
武
谷

三
男
で
あ
る
。

武
谷
は
、
か
つ
て
『
世
界
文
化
』
同

人
と
し
て
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
人
民
戦
線
運

動
に
従
事
し
た
あ
と
、
日
本
で
原
爆
開

発
に
従
事
す
る
と
い
う
特
異
な
経
歴
を

持
っ
て
い
た
。

こ
の
た
め
に
彼
は
、
戦
後
、
原
爆
こ

そ
が
日
本
軍
国
主
義
を
倒
し
た
と
の
確

信
を
身
に
刻
み
、
「
平
和
の
た
め
の
原

爆
」
論
を
展
開
す
る
。

こ
の
確
信
か
ら
マ
ル
ク
ス
主
義
を
理

解
す
る
武
谷
は
、
原
子
力
を
「
共
産
主

義
と
は
ソ
ヴ
ェ
ト
権
力
プ
ラ
ス
全
国
的

電
化
」
（
レ
ー
ニ
ン
）
と
の
定
義
に
寄
与

す
る
も
の
と
し
て
、
受
け
止
め
た
の
だ
っ

た
。第

六
章
で
は
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大

統
領
の
「
ア
ト
ム
ズ
・
フ
ォ
ー
・
ピ
ー

ス
」
演
説
（
一
九
五
三
年
）
が
日
本
で
ど

の
よ
う
に
受
容
さ
れ
た
か
が
考
察
さ
れ

る
。戦

後
日
本
で
の
原
発
受
容
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
た
の
が
、
元
Ｃ
Ｉ
Ａ
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
で
読
売
新
聞
社
長
の
正
力
松

太
郎
と
改
進
党
の
若
手
議
員
中
曽
根
康

弘
だ
っ
た
。

中
曽
根
は
、
一
九
五
四
年
三
月
に
巨

額
の
原
子
力
予
算
を
通
し
て
、
学
者
を

「
札
束
で
ほ
っ
ぺ
た
を
打
っ
て
目
を
さ

ま
さ
せ
る
」
強
行
突
破
路
線
を
と
っ
た
。

保
守
勢
力
以
上
に
「
ア
ト
ム
ズ
・
フ
ォ
ー
・

ピ
ー
ス
」
に
い
ち
早
く
応
え
た
の
が
社

会
党
で
、
と
り
わ
け
右
派
の
松
前
重
義

は
中
曽
根
に
よ
る
原
子
力
導
入
に
協
力

的
だ
っ
た
。

そ
の
翌
年
に
は
第
五
福
竜
丸
事
件
で

乗
組
員
が
被
爆
し
た
が
、
こ
の
事
件
を

し
て
も
、
原
水
爆
が
危
険
だ
か
ら
こ
そ

原
子
力
の
平
和
利
用
を
、
と
い
う
ロ
ジ
ッ

ク
か
ら
日
本
は
抜
け
出
る
こ
と
は
で
き

ず
、
平
時
に
お
け
る
安
全
問
題
は
取
り

残
さ
れ
た
。
こ
れ
は
事
件
後
に
社
会
党
、

共
産
党
を
中
心
に
展
開
さ
れ
る
原
水
禁

運
動
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。

共
産
党
の
方
で
は
、
原
子
力
推
進
論

の
理
論
的
支
柱
だ
っ
た
武
谷
と
党
の
間

に
距
離
が
生
ま
れ
始
め
る
。

武
谷
は
、
水
爆
の
登
場
、
第
五
福
竜

丸
事
件
、
「
現
存
す
る
社
会
主
義
」
へ

の
失
望
を
経
て
、
原
子
力
の
平
和
利
用

に
次
第
に
懐
疑
的
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
共
産
党
の
方
は
、
六
全
協

で
統
一
後
（
「
第
四
次
共
産
党
」
）
も
、

ス
タ
ー
リ
ン
と
ソ
連
の
原
子
力
双
方
を

礼
賛
し
つ
づ
け
た
。
武
谷
と
党
は
対
立

す
る
。

第
七
章
で
は
、
平
野
義
太
郎
が
取
り

上
げ
ら
れ
る
。
講
座
派
時
代
の
活
躍
と

「
転
向
」
後
の
大
亜
細
亜
主
義
論
で
名

高
い
彼
は
、
戦
後
、
共
産
党
入
党
と
い

う
「
再
転
向
」
を
経
て
、
「
原
子
力
の

平
和
利
用
」
を
提
唱
し
た
最
初
の
社
会

科
学
者
と
な
る
。

そ
の
共
産
党
は
、
六
全
協
後
も
ソ
連

支
持
と
原
子
力
平
和
利
用
論
を
掲
げ
つ

づ
け
た
。
共
産
主
義
こ
そ
人
類
に
よ
る

自
然
の
征
服
で
あ
る
と
い
う
確
信
を
抱

え
て
。

さ
ら
に
、
党
は
こ
の
論
理
か
ら
「
社

会
主
義
の
防
衛
的
核
」
論
を
引
き
出
す

こ
と
で
、
六
〇
年
代
反
核
運
動
の
分
裂

に
も
影
響
を
与
え
て
い
く
。

こ
の
論
が
共
産
党
内
で
転
換
す
る
の
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は
、
七
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
「
原
子
力
の
平
和
利
用
」
を

党
は
そ
の
ま
ま
堅
持
し
つ
づ
け
て
、
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
と
ソ
連
崩
壊
後
も
変

わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

第
八
章
は
、
社
会
党
の
有
澤
広
巳
が

検
討
さ
れ
る
。
戦
前
は
労
農
派
と
し
て

人
民
戦
線
事
件
で
検
挙
さ
れ
た
こ
の
東

大
教
官
は
、
戦
後
は
経
済
復
興
政
策
の

ブ
レ
ー
ン
と
し
て
活
躍
す
る
。

有
澤
は
一
九
五
六
年
に
は
社
会
党
の

推
薦
で
原
子
力
委
員
会
発
足
時
委
員
を
、

一
九
七
三
年
か
ら
日
本
原
子
力
産
業
会

議
会
長
を
そ
れ
ぞ
れ
務
め
る
が
、
こ
れ

は
日
本
の
経
済
的
自
立
の
た
め
に
は
安

価
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
る
原
子
力
が

必
要
と
い
う
彼
の
考
え
が
根
底
に
あ
っ

た
。有

澤
に
限
ら
ず
、
こ
の
種
の
原
子
力

需
要
論
は
、
結
果
的
に
原
子
力
「
安
全

神
話
」
や
「
原
子
力
村
」
の
支
配
へ
と

つ
な
が
っ
て
い
く
。

終
章
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
以
後
が

語
ら
れ
る
。
「
原
子
力
の
平
和
利
用
」

を
打
ち
砕
い
た
こ
の
事
件
後
、
ソ
連
は

脆
く
も
解
体
し
た
。
「
社
会
主
義
」
の

退
潮
の
始
ま
り
だ
っ
た
。

当
時
「
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ズ
・
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
」
が
語
ら
れ
た
日
本
で
は
、
ソ
連

で
の
大
事
故
は
日
本
側
の
「
安
全
神
話
」

を
彩
る
も
の
と
し
て
消
費
さ
れ
、
そ
の

ま
ま
経
済
大
国
・
原
発
大
国
の
道
を
突

き
進
ん
だ
。

こ
の
間
、
「
日
本
の
社
会
主
義
」
は
、

反
原
発
・
脱
原
発
の
思
想
と
運
動
を
一

九
〇
一
年
社
会
党
民
主
宣
言
以
来
の
伝

統
に
組
み
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま

ま
、
フ
ク
シ
マ
の
惨
劇
を
迎
え
る
こ
と

に
な
っ
た
。

最
後
に
本
書
の
読
後
感
を
い
く
つ
か

述
べ
た
い
。

本
書
を
読
ん
で
想
起
し
た
の
が
、

「
国
際
的
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
日
本
」
（
『
日

本
的
社
会
主
義
の
提
唱
』
一
九
三
二
年
）
と

い
う
津
久
井
龍
雄
の
言
葉
だ
っ
た
。
彼

は
高
畠
素
之
の
弟
子
で
、
一
九
三
〇
年

代
初
頭
に
国
家
社
会
主
義
か
ら
日
本
主

義
へ
転
ず
る
。

「
国
際
的
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
日
本
」
と

は
、
国
土
は
狭
小
、
資
源
も
乏
し
い
帝

国
日
本
が
、
「
国
際
的
」
に
見
て
不
平

等
な
地
位
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
を
指

す
。こ

の
論
理
か
ら
、
対
外
進
出
（
あ
る
い

は
東
ア
ジ
ア
と
の
「
提
携
」
）
に
よ
る
領
土

や
資
源
の
獲
得
に
よ
っ
て
「
平
等
」
の

実
現
を
、
と
い
う
主
張
ま
で
は
ほ
ん
の

一
歩
で
あ
ろ
う
。

本
書
で
描
か
れ
た
、
戦
前
か
ら
戦
後

に
か
け
て
の
「
日
本
の
社
会
主
義
」
の

軌
跡
を
振
り
返
っ
た
と
き
、
「
日
本
の

社
会
主
義
」
は
、
「
模
範
国
」
「
準
拠

理
論
」
と
の
関
係
に
加
え
て
、
こ
の

「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
日
本
」
論
に
も
絡
め

取
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
ま

た
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
日
本
」
か
ら
の
脱

出
を
経
て
「
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ズ
・
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
」
に
至
る
方
法
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
「
原
子
力
の
平
和
利
用
」
が
動

員
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ざ

る
を
え
な
か
っ
た
。

津
久
井
が
見
た
「
国
際
」
社
会
に
は

そ
も
そ
も
東
ア
ジ
ア
諸
国
が
ほ
と
ん
ど

含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
、
「
日

本
の
社
会
主
義
」
で
も
「
中
心
と
周
辺
」

の
巧
妙
な
使
い
分
け
が
な
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
そ
の
場
合
の
「
周

辺
」
と
は
、
原
発
労
働
者
や
原
発
の
あ

る
地
域
住
民
を
指
す
。
こ
の
点
は
「
原

子
力
の
平
和
利
用
」
論
と
と
も
に
今
な

お
続
く
根
深
い
問
題
の
よ
う
に
思
わ
れ

る
。著

者
は
、
本
書
を
「
一
人
の
社
会
科

学
者
と
し
て
の
、
ま
た
社
会
主
義
と
マ

ル
ク
ス
主
義
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
多
く

の
著
作
を
発
表
し
発
言
し
て
き
た
者
と

し
て
の
、
自
省
の
書
」
（
二
七
九
頁
）
と

言
う
。
し
か
し
、
著
者
ひ
と
り
に
「
自

省
」
を
な
さ
し
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
読

者
と
し
て
あ
ま
り
に
不
誠
実
だ
ろ
う
。

本
書
で
追
究
さ
れ
て
き
た
問
題
は
、
私

た
ち
の
問
題
で
も
あ
る
。

著
者
は
、
本
書
の
中
で
改
め
て
一
九

〇
一
年
の
社
会
民
主
党
宣
言
に
光
を
当

て
直
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
社
会
主

義
は
「
初
期
社
会
主
義
」
と
も
称
さ
れ

る
が
、
筆
者
は
こ
の
言
葉
は
用
い
て
い

な
い
。
し
か
し
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
で
は
な

い
が
、
初
期
化
（r

e
p
r
o
g
r
a
m
m
i
n
g

）
し

た
社
会
主
義
を
今
後
有
効
に
活
用
す
る

こ
と
で
、
世
界
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
病
理

や
問
題
を
解
決
す
る
き
っ
か
け
と
な
る

か
も
し
れ
な
い
。
む
ろ
ん
、
そ
の
中
に

は
原
子
力
の
問
題
も
含
ま
れ
る
。

著
者
は
、
本
書
「
あ
と
が
き
」
の
最

後
で
、
「
縦
糸
の
「
社
会
主
義
」
の
深

刻
な
ほ
こ
ろ
び
を
と
き
ほ
ぐ
し
、
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
か
ら
「
民
主
主
義
」

の
横
糸
を
編
み
あ
げ
る
に
は
、
名
称
は

ど
う
で
も
い
い
。
む
し
ろ
縦
糸
と
横
糸

を
入
れ
替
え
て
、
新
た
な
デ
ザ
イ
ン
で

編
み
直
す
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
。
」

（
二
八
〇
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

遠
か
ら
ず
『
日
本
の
民
主
主
義
』
と

い
う
次
回
作
を
つ
い
心
待
ち
に
し
て
し

ま
う
の
は
、
評
者
ひ
と
り
で
は
な
い
だ

ろ
う
。

（
加
藤
哲
郎
著
、
岩
波
書
店
刊
、
二
〇
一
三

年
、
二
三
〇
〇
円
）
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書評 朝治武著『差別と反逆 平野小剣の生涯』 武田達

城

ヒューマンJournal 208号（自由同和会中央本部刊，2
014.3）：500円

部落解放運動四十年を振り返って 11 階級闘争の"仁義"

灘本昌久

ヒューマンJournal 209号（自由同和会中央本部刊，2
014.6）：500円

部落解放運動四十年を振り返って 12 政治的起源論の克

服 灘本昌久

ヒューマンライツ 313（部落解放・人権研究所刊，20
14.4）：540円

特集 研究所の新たな出発点

追悼 楠敏雄さん 加藤めぐみ

被差別部落の歴史 前近代編 4 寺木伸明

私が最近読んだ本

『ルポ 京都朝鮮学校襲撃事件＜ヘイトクライム＞に抗

して』（中村一成著）／『聲の形』（大今良時作）／

『途上国の人々との話し方 国際協力メタファシリテー

ションの手法』（和田信明、中田豊一著）

ヒューマンライツ 314（部落解放・人権研究所刊，20
14.5）：540円

特集 包摂型社会をめざす

各地の人権研究所の取り組み 1 設立40周年を迎えて 公

益社団法人福岡県人権研究所

被差別部落の歴史 前近代編 5 寺木伸明

書評 内田龍史編著『部落問題と向きあう若者たち』 語

りの持つ力を考える 出口真紀子

ヒューマンライツ 315（部落解放・人権研究所刊，20
14.6）：540円

被差別部落の歴史 前近代編 6 寺木伸明

[ひょうご部落解放・人権研究所]研究紀要 18（ひょ
うご部落解放・人権研究所刊，2012.3）：1,000円

兵庫県清和会の基礎的考察―理念・組織・事業・機関紙

― 本郷浩二

1930年前後の兵庫の融和運動―兵庫県清和会における内

部自覚運動の提唱とその展開過程 高木伸夫

近畿融和連盟論 関口寛

塩谷孝太郎の生涯―演劇界から部落史研究へ 藤原有和

差別撤廃運動家岡村武雄の残したもの 八箇亮仁

姫路藩高木村 覚書―高田家文書が明らかにしてくれる

こと のびしょうじ

[佛教大学]歴史学部論集 4号（佛教大学歴史学部刊，
2014.3）

近世中期京都における日暮太夫に関する一考察 斉藤利

彦

部落解放 692（解放出版社刊，2014.4）：630円
特集 『週刊朝日』差別記事事件2

『週刊朝日』差別記事事件が明らかにした課題 赤井隆

史／『週刊朝日』差別記事事件が残したもの 池上豊／

『週刊朝日』差別記事事件全過程 編集部

本の紹介

『統合失調症がやってきた』（ハウス加賀谷，松本キッ

ク著）／『ヘイト・スピーチとは何か』（師岡康子著）

／『青木進々 アウシュビッツを伝える一篇の詩』（山

田正行，田中賢作編）／『いのちを選ぶ社会 出生前診

断のいま』（坂井律子著）／『スウェーデン「住み続け

る」社会のデザイン』(水谷容子著)／『母子避難、心の

軌跡―家族で訴訟を決意するまで』（森松明希子）

権利を知り、権利を行使する当事者であるために 出前

授業の実践から考える人権教育の課題 1 松永真純

水平社論争の群像 16 反戦反ファシズム 朝治武

部落解放 693（解放出版社刊，2014.5）：600円
特集 脱法ドラッグ最前線

本の紹介

竹端寛著『権利擁護が支援を変える―セルフアドボカシー

から虐待防止まで』 渡邊充佳／内田龍史編著『部落問

題と向きあう若者たち』 朝治武

しぶとく、しつこく生き抜いてくれて、ありがとう！

楠敏雄さんを偲ぶ 牧口一二

水平社論争の群像 17 封建的身分制 朝治武

全国水平社創立宣言を「世界記憶」遺産へ パリ・ユネ

スコ本部への申請が完了 守安敏司

部落解放 694（解放出版社刊，2014.6）：600円
特集 子どもが自律しつながる学級の創造

識字を通じて熱くふれあおう 日韓識字文解交流 in 釜

山報告 菅原智恵美

部落史の輝ける側面を教材化 DVD「シリーズ映像でみる

人権の歴史」

水平社論争の群像 18 日中戦争協力 朝治武

部落解放 695（解放出版社刊，2014.7）：600円
特集 私の部落解放運動

はじめに 内田龍史／部落問題を知って命がつながる 吉

田なか・吉田あけみ／差別と闘う姿勢を社会に示す 長

谷川三郎／自営業と子育てと部落解放運動 山口由香里

みんなの仕事・わたしの仕事 1 足場に始まり足場に終

わる 鳶職人・森永英樹さん 社納葉子

水平社論争の群像 19 部落厚生皇民運動 朝治武

入門 差別と表現をかんがえる 1 筒井康隆「断筆宣言」

その後 編集部

部落問題研究 208（部落問題研究所刊，2014.5）：1,0
58円

「研究の足跡」その4 佐々木隆爾氏の近現代史研究 1

佐々木隆爾，広川禎秀，森下徹，西尾泰広

戦後社会運動史の方法と課題・再考―佐々木隆爾氏の

『戦後社会運動史論2』への書評に応える― 広川禎秀

資料 部落問題研究者全国集会―50回のあゆみ

水と村の歴史 信州農村開発史研究所紀要 27（信州
農村開発史研究所刊，2014.3）

松本横田遊郭の今昔 瀧澤英夫

史料紹介 「松本一件」関係史料（補遺一） 松本人権推

進古文書研究会

目録

信濃国佐久郡加増村戸長役場文書目録／信濃国佐久郡御

影新田村文書目録

リージョナル 14（奈良県立同和問題関係史料センター
刊，2014.3）

達磨寺中興に関する覚書 山川均

中世大和の京河原者―次郎を題材として― 山村雅史

郡界にある被差別部落―「越智の岩崎」に関するノート

― 井岡康時
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モンテッソーリ教育における治療教育に関する一考察
保田恵莉

人権と部落問題 856（部落問題研究所刊，2014.4）：
600円

特集 「教育改革」を考える

本棚 田所顕平著『近代地域社会の教育願望と学校―和

歌山県の実業教育を中心に―』 浅井義弘

文芸の散歩道 三浦綾子『母』を読む―多喜二を育てた

精神― 中村美子

人権と部落問題 857（部落問題研究所刊，2014.5）：
600円

特集 憲法とくらし

本棚 塚田孝著『大坂の非人―乞食・四天王寺・転びキ

リシタン』 森下徹

文芸の散歩道 再論、『破戒』読解の視点 川端俊英

人権と部落問題 858（部落問題研究所刊，2014.6）：
600円

特集 女性と人権

書評 『部落問題解決過程の研究―第3巻 現状・理論篇

／資料篇1―』 新井直樹

本棚 谷口善太郎を語る会編『谷善と呼ばれた人 労働運

動家・文学者・政治家として』 秦重雄

文芸の散歩道 小川未明作「靴屋の主人」「ある醫師の

話」「野薔薇」 貧困と差別と平和の問題を主情的に描

いた作家 桑原律

人権と部落問題 859（部落問題研究所刊，2014.7）：
600円

特集 大阪の教育と人権問題

本棚 どの子も伸びる研究会編『四〇周年記念誌 明日を

拓く』 三上満

文芸の散歩道 新発見の京都プロレタリア文学雑誌『野

獣群』―赤石茂旧蔵資料より― 秦重雄

文化厚生会館不法占拠事件の亡霊―『京都における歴史

学の誕生』にもの申す― 東上高志

季刊人権問題 375号（兵庫人権問題研究所刊，2014.4）：
700円

八鹿高校事件の真実を改めて世に問う 13 「八鹿高校事

件」後の住民による町政の民主化の息吹 ノン・フィク

ション「1974年の秋 2」 朝倉紀子

振興会通信 114（同和教育振興会刊，2014.1）
障害者差別解消法の課題～運動の視点～ 1 大畠信隆

同朋運動 今こそ真価を問われる時代 藤澤正徳

同朋運動史の窓 21 左右田昌幸

振興会通信 115（同和教育振興会刊，2014.3）
同朋運動史の窓 22 左右田昌幸

振興会通信 116（同和教育振興会刊，2014.5）
同朋運動史の窓 23 左右田昌幸

真宗 1321号（真宗大谷派宗務所刊，2014.4）：250円
人の世に熱あれ人間に光あれ 19 水平社宣言発表の地、

京都から考えること 1 椋田隆知

真宗 1322号（真宗大谷派宗務所刊，2014.5）：250円
人の世に熱あれ人間に光あれ 20 水平社宣言発表の地、

京都から考えること 2 椋田隆知

真宗 1323号（真宗大谷派宗務所刊，2014.6）：250円
人の世に熱あれ人間に光あれ 21 念仏者としての差別へ

の覚醒 1 吉田環樹

信州農村開発史研究所報 126・127号（信州農村開発
史研究所刊，2014.3）

部落を生きる Ｙ子

明治期長野県における就学拒否 斎藤洋一

信州農村開発史研究所報 128号（信州農村開発史研
究所刊，2014.6）

私が問われたもの 高橋典男

水平社博物館研究紀要 16号（水平社博物館刊，2014.
3）：1,000円

山本瀧之助の被差別部落問題認識―『明治之光』への投

稿の背景― 割石忠典

全国水平社・黒衣同盟と『中外日報』 奥本武裕

地域と人権 1135号（全国地域人権運動総連合刊，201
4.4.15）：150円

国民的融合論との対話─部落問題解決への理論的軌跡と

展開─ 34 学者の貢献 11 丹波正史

地域と人権 1136号（全国地域人権運動総連合刊，201
4.5.15）：150円

国民的融合論との対話─部落問題解決への理論的軌跡と

展開─ 35 学者の貢献 12 丹波正史

地域と人権京都 666号（京都地域人権運動連合会刊，
2014.4.1）：150円

同和奨学金返還問題の検討 29 川部昇

地域と人権京都 667号（京都地域人権運動連合会刊，
2014.4.15）：150円

同和奨学金返還問題の検討 30 川部昇

地域と人権京都 668号（京都地域人権運動連合会刊，
2014.5.1）：150円

同和奨学金返還問題の検討 31 川部昇

地域と人権京都 669号（京都地域人権運動連合会刊，
2014.5.15）：150円

同和奨学金裁判第10回公判

同和奨学金返還問題の検討 32 川部昇

地域と人権京都 670号（京都地域人権運動連合会刊，
2014.6.1）：150円

同和奨学金返還問題の検討 33 川部昇

地域と人権京都 671号（京都地域人権運動連合会刊，
2014.6.15）：150円

同和奨学金返還問題の検討 34 川部昇

であい 624（全国人権教育研究協議会刊，2014.3）：1
50円

人権文化を拓く 196 日本社会に世界人として生きる～

飛雄馬とHUMANの話～ 具志アンデルソン飛雄馬

であい 625（全国人権教育研究協議会刊，2014.4）：1
50円

人権文化を拓く 197 今こそ、一人ひとり、自分の在り

方を問うてみよう―障害のある人とない人の共生に向け

た制度改革が進む中で― 徳田茂

であい 626（全国人権教育研究協議会刊，2014.5）：1
50円

人権文化を拓く 198 部落問題と向きあってきた一人と

して 内田龍史

同和教育論究 34（同和教育振興会刊，2014.2）
「NHK鶴瓶の家族に乾杯」における安芸教区過去帳等開

示問題からの教訓 藤井聡之

兵庫教区における2つの差別事件について 棚原正智
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解放新聞奈良県版 998号（解放新聞社奈良支局刊，20
14.4.10）：50円

まちづくり運動のための史料紹介 11 大和国十市郡笠神

村関係史料 辻本正教

語る・かたる・トーク 229（横浜国際人権センター刊，
2014.3）：500円

「解放教育」継承への扉 26 なんで、お姉ちゃんがこん

な目に… 外川正明

語る・かたる・トーク 230（横浜国際人権センター刊，
2014.4）：500円

「解放教育」継承への扉 27 思いを語り、思いを返す

「生き方宣言」 外川正明

語る・かたる・トーク 231（横浜国際人権センター刊，
2014.5）：500円

「解放教育」継承への扉 28 ともに差別をなくす仲間と

して 外川正明

語る・かたる・トーク 232（横浜国際人権センター刊，
2014.6）：500円

「解放教育」継承への扉 29 小学校での思いを胸に 外

川正明

リレー連載 「いじめ」に思う―もんもんとする日々の

中で 3― 吉成タダシ

カトリック部落差別人権委員会ニュース 150（日本
カトリック部落差別人権委員会刊，2014.3）

講演要約 差別とアイデンティティ 2 朝治武

かわとはきもの 167（東京都立皮革技術センター台東
支所刊，2014.3）

靴の歴史散歩 112 稲川實

皮革関連統計資料

関西大学人権問題研究室紀要 67号（関西大学人権問
題研究室刊，2014.3）

大坂城代松平輝和直書留について 藤原有和

じんけんSCHOLA「障害者と人権」 シンポジウム「障害

者目線で考えてみる」 藤原久美子，姜博久，矢野恵子

朝鮮語の近代化と日本語語彙 熊谷明泰

部落問題解決に向けた被差別部落民の当事者責任―全国

水平社創立90周年を迎えて― 住田一郎

戦後、「天声人語」にみる歴史認識 上 宮前千雅子

関西学院大学人権研究 18号（関西学院大学人権教育
研究室刊，2014.3）

赤十字国際委員会（ICRC）の実態と活動―国際社会にお

ける非国家主体についての一考察― 望月康恵

「当事者」たちの「声」から見えてきた人権教育の課題

阿部潔

日本社会のグローバル化―高校生と大学生の就活から―

辻本久夫

大学における障害学生支援のあり方と合理的配慮の考え

方―障害者権利条約と障害者差別解消法を受けて― 松

岡克尚

「在日外国人学生の権利のために大学に何ができるか」

指定研究活動報告 川村暁雄

書評

根本かおる著『日本と出会った難民たち 生き抜くチカ

ラ、支えるチカラ』 舟木譲／菅野琴・西村幹子・長岡

智寿子編著『ジェンダーと国際教育開発―課題と挑戦』

園田明子

ＫＧ人権ブックレット 20（関西学院大学人権教育研
究室刊，2014.3）

2013年度大学主催春季人権問題講演会

「日本と出会った難民たち：生き抜くチカラ、支えるチ

カラ」根本かおる／「同性パートナーと生きる」東小雪

2013年度大学主催秋季人権問題講演会

「キャンパス・ハラスメントの防止について」御輿久美

子／「障害者権利条約と改正障害者雇用促進法・障害者

差別解消法―共生社会の実現をめざして―」清水建夫

グローブ 77（世界人権問題研究センター刊，2014.4）
中世大和の一向宗と穢多村の真宗受容 吉田栄治郎

人権問題シンポジウム「職人への眼差し―手技・行商・

都市民―」開催報告

国際人権ひろば 114（アジア・太平洋人権情報センター
刊，2014.3）：350円

特集 貧困の様相

国際人権ひろば 115（アジア・太平洋人権情報センター
刊，2014.5）：350円

特集 障害者の権利保障への地方の取組

佐賀部落解放研究所紀要 31（佐賀部落解放研究所刊，
2014.3）

肥取りの権利をめぐって―和歌山城下の牢番頭の場合―

水本正人

「対岸の肖像～BURAKUとのかけ橋」から五年―私と部落

問題の今― 川﨑那恵

狭山差別裁判 447号（部落解放同盟中央本部中央狭山
闘争本部刊，2013.6）：300円

特集 狭山裁判の半世紀を問う

年表 狭山事件50年 1963年～2013年

狭山差別裁判 448号（部落解放同盟中央本部中央狭山
闘争本部刊，2013.7）：300円

特集 袴田事件再審開始決定

狭山差別裁判 449号（部落解放同盟中央本部中央狭山
闘争本部刊，2013.8）：300円

特集 狭山裁判の半世紀を問う 2

週刊金曜日 990号（金曜日刊，2014.5）
映画『にくのひと』は、なぜ上映されなかったのか 部

落問題をタブーにしているのは誰なのか 角岡伸彦

人権教育研究 22号（花園大学人権教育研究センター
刊，2014.3）

林信明教授を偲んで

医療化社会をどう生きるのか―イヴァン・イリッチの示

唆と反示唆― 八木晃介

死刑制度存廃論の俯瞰的考察―死刑廃止論の深化のため

に 小林敏昭

あるアスペルガー障害等を有する被告人の犯行経緯およ

び更生に関する発達心理学的鑑定意見書 脇中洋

「性的指向性」概念と不平等是正の論理―人権擁護法案

をめぐる同性愛者の運動― 高橋慎一

身体障害者福祉法の成立に関する一考察―対象規定に着

目して 2― 藤井渉

＜弔い＞の営為にみる生死の諸相―非規範的な性/生を

めぐって― 堀江有里

闘病記に見るALS患者の抱える思い 1―より良きサポー

トをめざして― 西岡秀爾

地涌の菩薩たち 島崎義孝

2014年7月25日
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□所 在 地 〒603-8151 京都市北区小山下総町5-1 京都府部落解放センター３階

□TEL/FAX 075-415-1032

□U R L http://suish inkyoukai.jp/shiryo/index.html

□開室日時 月曜日～金曜日 第２・４土曜日 11時～17時（祝日・木曜（月2回）・年末年始は休みます）

□交通機関 市営地下鉄烏丸線「鞍馬口」駅（京都駅より約10分）下車 北へ徒歩５分

事務局よりお知らせ

◇2014年度部落史連続講座（前期）が終了しました。毎回30名を超える方々が参加され、熱心に聴いて
くださいました。尚、６月６日の講座では、こちらの不手際で会場に入りきれずに廊下で聞いていただ
くようなことになってしまい、本当に申し訳ありませんでした。後期は11月から12月にかけて３回の予
定をしています。詳細は次号でお知らせいたします。

明日を拓く 103 解放研究 27号（東日本部落解放研
究所刊，2014.1）：2,000円

講演 差別論の構築―フェミニズム・ジェンダーの視点

から― 井桁碧

「相州大磯宿小頭助左衛門文書」所収の三役銀受取書の

検討 鳥山洋

「武州鼻緒騒動」関係史料集成 補遺編1 間々田和夫，

大熊哲雄，畑中敏之

京都の時宗寺院・七条道場金光寺の文書と「隠亡」をめ

ぐって―『長楽寺蔵 七条道場金光寺文書の研究』の紹

介をかねて― 藤沢靖介

IMADR-JC通信 177（反差別国際運動日本委員会刊，201
4.3）：750円

特集 ビジネスと人権

本の紹介（ビデオの紹介） 『ある精肉店のはなし』

（監督/纐纈あや，2013年） 伊藤栄子

ウィングスきょうと 121（京都市男女共同参画推進協
会刊，2014.4）

図書情報室新刊案内

DVD『パパ，ママをぶたないで！』（アニータ・キリ監

督）／『ぼくたちはなぜ，学校へ行くのか マララ・ユ

スフザイさんの国連演説から考える』（石井光太文）

ウィングスきょうと 122（京都市男女共同参画推進協
会刊，2014.6）

図書情報室新刊案内

『ベアテ・シロタと日本国憲法 父と娘の物語』（ナス

リーン・アジミ，ミッシェル・ワッセルマン著）／『聞

き取り集 40人の女性たちが語る東日本大震災』（イコー

ルネット仙台編刊）

解放新聞 2662号（解放新聞社刊，2014.4.14）：90円
今週の1冊 『日本軍と日本兵 米軍報告書は語る』 一ノ

瀬俊也

解放新聞 2663号（解放新聞社刊，2014.4.21）：90円
解放の文学 96 岩城けい『さようなら、オレンジ』 音

谷健郎

ぶらくを読む 86 陰陽師・陰陽道とは何か、彼らは神主

なのか被差別民なのか 湧水野亮輔

解放新聞 2667号（解放新聞社刊，2014.5.19）：90円
解放の文学 97 オルハン・パムク『雪』 音谷健郎

ぶらくを読む 87 人の生と動物の命をめぐる果てしない

問い 湧水野亮輔

解放新聞 2672号（解放新聞社刊，2014.6.23）：90円
解放の文学 98 平野啓一郎『空白を満たしなさい』 音

谷健郎

ぶらくを読む 88 「被差別民の芸」の根源と広がりを足

で尋ねる大御所の軌跡 再び伝統芸能の始原へ 1 湧水野

亮輔

解放新聞愛知版 410号（部落解放同盟愛知県連合会刊，
2014.3）：100円

ヒューマンインタビュー 吉田勝夫さん

解放新聞愛知版 411号（部落解放同盟愛知県連合会刊，
2014.4）：100円

ヒューマンインタビュー 鈴木正夫さん

解放新聞京都版 982号（解放新聞社京都支局刊，2014.
4.1）：210円

2014年度一般運動方針（第1次案）

解放新聞京都版 989号（解放新聞社京都支局刊，2014.
6.20）：70円

本の紹介 中村一成著『ルポ 京都朝鮮学校襲撃事件』

解放新聞東京版 834号（解放新聞社東京支局刊，2014.
4.15）：93円

映像制作の中で考えた部落差別と人権 1 大熊照夫

解放新聞東京版 835号（解放新聞社東京支局刊，2014.
5.1）：93円

映像制作の中で考えた部落差別と人権 2 大熊照夫

解放新聞東京版 836号（解放新聞社東京支局刊，2014.
5.15）：93円

映像制作の中で考えた部落差別と人権 3 大熊照夫

解放新聞奈良県版 997号（解放新聞社奈良支局刊，20
14.3.25）：50円

主張 部落民は恐れられているのが実情、いったい何故

か。4

まちづくり運動のための史料紹介 10 大和国十市郡笠神

村関係史料 辻本正教

収集逐次刊行物目次 （2014年4月～6月受入）

～各逐次刊行物の目次の中から部落問題関係のものを中心にピックアップしました～


